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Ａbstract：  In the Nijinomatsubara coastal pine forest of the Karatsu City , Saga Prefecture, the activity which reproduce the 

ancient beatiful scene began. For this purpose, the broad-leaved trees are being felled and the humus layer is being removed. In this 

study, we tried to use pine needles as the soil for the rooftop gardening. Six kinds of soil, the "Carbonized pine needles", the 

"Crushed pine needles", the "Crushed carbonized pine needles", the "Charcoal", the "Masa sandy soil", and the "Crude Pine 

Needles" were used for the comparison . The available moisture for the plant of "Grushed Pine Needles” is the highest , and it is in 

the order of the following the Crushed carbonized pine needles , the Charcoal,, the Carbonized pine needles, the Masa sandy soil 

and the Crude pine needles”.   

From the evapotranspiration experiments of grass , the Crude Pine Needles pot withered the earliest , and in order of the Masa 

sandy soil, the Carbonized pine needles, the Crushed carbonized pine needles, the Charcoal and the Crushed pine needles pots. The 

results of numerical simulation of the phenomenon agreed almost with the experimental results. We concluded that the Crushed 

pine needles and the Crushed carbonized pine needles can be used as the soil for the rooftop gardening. 

1 はじめに 
特別名勝に指定されている佐賀県唐津市の虹の松原

では昔の白砂青松の風景を取り戻す活動が進行して

いる（九州森林管理局佐賀森林管理署，2007；虹の

松原保護対策協議会，2008）．またクロマツ林の健全

さを示す生物指標としての「松露」を育成する試み

も行われている（田中，北村，2000）．  
 この目的のためには広葉樹を伐採し，堆積松葉，

コケ，草から成る腐植層の処理が必要となる． 
堆積松葉は 50 年ほど昔には家庭用の燃料として

利用するために頻繁に松葉かきが行われていた．し

かし，電気・ガスが普及し，松葉は林内に放置され

るようになった．現在，虹の松原のほとんどの堆積

松葉は葉タバコ農家によって，温床としてまた堆肥

として利用されているが，葉タバコの生産量は減少

傾向にあり，今後は他の用途についても検討するこ

とが急務となっている。 
また松原内でもっとも多く見られるハイゴケは湿 
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潤条件のみならず乾燥条件下でも生育する。特に乾

燥に強い性質を利用して屋上緑化に使用されること

もある。 
本研究の目的は虹の松原に堆積した松葉を屋上緑

化の土壌代替材（以下土壌と称する）として有効利

用することである．緑化土壌は特に，保水性と軽量

性を必要とするので，松葉を用いた土壌の物理特性

や保水性の測定，芝生を用いた蒸発散実験及び土壌

水分動態に関する数値シミュレーションを行った．  
 
2 実験方法 
2.1 材料及び水分特性 
実験に使用した土壌は以下の通りである． 
（1）松葉炭：松葉を灯油缶に詰め，周囲を熱して炭

化し，２～３cm の長さに砕いたもの，（２）粉砕松

葉：松葉をガーデンシュレッダーで粉砕したもの，

（３）粉砕松葉炭：松葉炭に水を加えて料理用ミキ

サーで粉砕し，粉末状にして乾燥させたもの，（４）

木炭：市販されている土壌改良用の針葉樹の木炭，

（５）マサ土：やや砂分が多いマサ土，（６）松葉:  
松葉かきによって収集した無加工の松葉． ここでマ

サ土及び木炭は比較対象として使用したもので、こ

れ以外の土壌はすべて松葉を使用している。 
これらの土壌を写真１に示す．また水頭型吸引法

及び遠心法によって求めた土壌水分特性曲線を図１

に示す． 
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